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悪性腫瘍における低酸素都位は、腫瘍の発育・進展や治療抵抗性を決定する重要な要素の
一つであり、結果として患者の予後を不良にする。特に頭頸部癌では約 400/0の患者で有意な
低酸素部位が存在すると報告されており、腫瘍低酸素域の同定 。可視化は効果的治療法の決
定や予後予浪1に大きく貢献しうる。62cu‐diacetyl‐bis(N4-methytthiosemicarbazone)(62cu―ATSM)
は、腫瘍低酸素領域を描出可能なPET用分子プローブであり、低酸素イメージングPET薬剤
として最も利用されている 18F―標識ニ トロイミダゾール類と比べ、投与後比較的早期に速や
かな薬物動態を示し、高い腫瘍/背景集積比(TB比)が得られる特徴があり、短時間で高コント
ラス トの画像を得ることが可能である。
本研究では、頭頸部癌忠者の治療前に 62cu―ATSM PET検査で腫瘍内低酸素領域を描出し、
その集積強度による予後予浪1能をブ ドウ糖代謝イメージングである 18F―auorode。,(y」ucOSe
(FDG)PETと比較した。対象は、治療前に62cu―ATSMおよびFDG PETを施行した頭頸部癌
忠者25例(68.1±2.5歳,病期 H～IV)である。治療法の内訳は、化学放射線療法後の手術が
12例、化学放射線療法のみが9例、手術後の放射線治療が 1例、手術のみが3例だつた。原
発腫瘍および胸鎖乳突筋に関心領域を設定し、集積程度の指標として腫瘍のSUV最大値
(SUVATSM,SUVFDG)および腫瘍と胸鎖乳突筋部の集積比 (腫瘍/筋肉比:TMRATSM,TMRFDG)を
算出した。治療開始 1年以内での再発の有無を基準に、ROC解析にて各指標の至適カットオ
フ値を求め、2群間の無増悪生存期間 (PrOgressbn―行ee surv市』:PFS)と死因調整生存期間
(CauSe_spectic suⅣivali CSS)をKaplan―Meier法にて比較 し、logrank testで検 定 した。
全 症 例 の 観 察 期 間 は 4-32か月 (平均 26.5±7.8ヶ月 )で、 平 均 PFSは15.5±12.2ヶ月 、 平
均 CSSは18.6±11.0か月 で あ つ た 。各 PET指標 の 至 適 カ ッ トオ フ 値 は 、SUVATSM=3.6、SUVFDG
=7,9、TMRATSM=3.2、TMRFDG=5.6とな っ た 。 62cu‐ATSM PETにお け る TMRによ る 分 類 で
は 、 高 集 積 群 (TMRATSM>3.2)のPFSおよ び CSSは、 低 集 積 群 (TMRATSM≦3.2)より も
有意に低かった (各P=0.014、P=0.031)。また、SuvATSM=3.6をカットオフとした場合にも、
高集積群のPFSは低集積群よりも有意に不良であった (P=0,047)。一方、FDG PET関連指標
(SUVFDG,TMRFDG)はいずれも2群間に有意差を認めなかつた。
62cu‐ArSM PETは腫瘍の低酸素領域を非侵青表目的に描出するための有効な手段となつてお
り、これまで子宮頸癌、頭頸部癌、肺癌、直腸癌、脳腫瘍等に用いられているが、予後予測
能の評価が行われたのは子宮頸癌と直腸癌のみである。今回の前向き研究では、治療前の高
集積癌が低集積癌よりも有意に予後不良であり、62cu―ATSM PETが頭頸部癌治療前の予後予
測に有用であることを示した。本研究は、頭頸部癌における62cu―ATSM PETの予後予測能を
評価 した最初の報告であり、患者ごとの治療最適化への応用が期待され、その有用性を証明
した意義は大きく、本学学位論文として十分価値あるものと認める。
(平成 27年8月 7日)
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